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年版）では，４種類の人種分類──「北方人種（die nordische Rasse）」，「西方人種（die 
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北方人種 西方人種 東方人種 ディナル人種
体格
背が高い 背が低い 背が低い 背が高い
スリム スリム ずんぐり スリム
頭形・顔の幅 長頭・狭い 長頭・狭い 短頭・広い 短頭・狭い
鼻の形 細くて高い 付け根が高い 平べったい 大きい
肌の色 明るい白色 茶色味 黄褐色 茶色味
目の色
灰色・青灰色・
       青色
茶色 茶色 黒褐色
髪の色 明るいブロンド 黒褐色・黒 茶色・黒 黒褐色・黒
表１　
21） Ibid., S.11-14.




























































北方人種 西方人種 東方人種 ディナル人種
判断力，誠実さ，行動力 情熱性，精神的活発さ 勤勉，狭量 荒々しい力，率直さ
表２　
25） 『北方思想』では，このことを批判するカウプに対して反論を行っており，「科学的」人種分類
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